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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和2年10月15日(2020.10.15)

【公表番号】特表2019-534343(P2019-534343A)
【公表日】令和1年11月28日(2019.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-048
【出願番号】特願2019-512250(P2019-512250)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  83/08     (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  13/513    (2006.01)
   Ｄ０６Ｍ  15/643    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/5415   (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/053    (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   3/11     (2018.01)
   Ｃ０９Ｋ   3/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ   83/08     　　　　
   Ｄ０６Ｍ   13/513    　　　　
   Ｄ０６Ｍ   15/643    　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/5415   　　　　
   Ｃ０８Ｋ    5/053    　　　　
   Ｃ０８Ｋ    3/11     　　　　
   Ｃ０９Ｋ    3/18     １０４　

【手続補正書】
【提出日】令和2年9月4日(2020.9.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記を含む乳化液体組成物：
　ａ）１又は複数の式Ｉのアミノ官能性オルガノシロキサン、

【化１】

（式中、
　Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、及びＲｄは、同一であっても又は異なっていてもよく、水素原子、
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フェニル、ベンジル、Ｃ１－Ｃ３２アルキル基；Ｃ１－Ｃ４アルコキシ基；又はＯＨ；を
表し、
　ｍ及びｎは重合度に依存して、その合計が１～２０００である整数であり、及び／又は
化合物の重量平均分子量が５０００～５０００００の間である整数であり、
　アミノ官能性有機基ＲＮは式－Ｒ３ＮＨＲ４、－Ｒ３ＮＲ４２、または－Ｒ３ＮＨＲ３
ＮＨＲ４（式中、各Ｒ３は独立して少なくとも２個の炭素原子を有する二価炭化水素基で
あり、Ｒ４は水素又はアルキル基である）を有する基により示され、前記１又は複数のア
ミノ官能性オルガノシロキサンは０．０５～０．５％Ｎの窒素含有量を有する）；
　ｂ）１又は複数の式ＩＩの加水分解性アルキルシラン、
【化２】

（式中、
【化３】

であり、ｍ＋ｎの合計は４でなければならず、ｍ≧１である）、
　ｃ）酸、
　ｄ）水、
　ｅ）消泡剤、
　ｆ）融合助剤及び任意選択で
防腐剤、共乳化剤、触媒、レオロジー調整剤、脂肪酸、油及び／又はワックスのうちの１
又は複数。
【請求項２】
　前記Ｃ１－Ｃ３２アルキル基がＣ１－Ｃ２２アルキル基から選択される、請求項１に記
載の乳化液体組成物。
【請求項３】
　前記Ｒａ、Ｒｂ、Ｒｃ、及びＲｄが水素、メトキシ、エトキシ；又はＯＨから選択され
る、請求項１又は２に記載の乳化液体組成物。
【請求項４】
　前記各Ｒ３は、２～２０個の炭素原子を有するアルキレン基である、請求項１～３のい
ずれか１項に記載の乳化液体組成物。
【請求項５】
　前記Ｒ３は、－ＣＨ２ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）－
，－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ
（ＣＨ２ＣＨ３）ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－，－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ

２ＣＨ２－，及び－ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２ＣＨ２－
からなる群から選択される基である、請求項１～４のいずれか１項に記載の乳化液体組成
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物。
【請求項６】
　Ｒ４がメチル基である、請求項１～４のいずれか１項に記載の乳化液体組成物。
【請求項７】
　組成物中の前記アミノ官能性オルガノシロキサンの濃度が、優れた疎水性及び材料改質
プロセスの間の組成物安定性を提供するために、組成物の総量に対して０．０１～２０ｗ
／ｗ％の範囲である、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項８】
　組成物中の前記アミノ官能性オルガノシロキサンの濃度が、優れた疎水性及び材料改質
プロセスの間の組成物安定性を提供するために、組成物の総量に対して０．０５～１５ｗ
／ｗ％の間の範囲である、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項９】
　組成物中の前記アミノ官能性オルガノシロキサンの濃度が、優れた疎水性及び材料改質
プロセスの間の組成物安定性を提供するために、組成物の総量に対して０．１～１０ｗ／
ｗ％の間の範囲である、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項１０】
　組成物中の前記アミノ官能性オルガノシロキサンの濃度が、優れた疎水性及び材料改質
プロセスの間の組成物安定性を提供するために、組成物の総量に対して０．２～８ｗ／ｗ
％の間の範囲である、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項１１】
　組成物中の前記アミノ官能性オルガノシロキサンの濃度が、優れた疎水性及び材料改質
プロセスの間の組成物安定性を提供するために、組成物の総量に対して３ｗ／ｗ％である
、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項１２】
　前記アミノ官能性オルガノシロキサンが、０．１％Ｎ～０．４％Ｎの窒素含有量を有す
る、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項１３】
　前記酸が、ｐＫａ＜７を有するブレンステッド酸又はルイス酸であり、前記水が４９～
９９．９ｗ／ｗ％の量で存在し、前記消泡剤が０．０５～１０ｗ／ｗ％の量で存在し、前
記融合助剤がブチルジグリコールである、請求項１に記載の乳化組成物。
【請求項１４】
　共界面活性剤を更に含む、請求項１２に記載の乳化組成物。
【請求項１５】
　触媒を更に含む、請求項１２に記載の乳化組成物。
【請求項１６】
　前記触媒がジルコニウム系である、請求項１５に記載の乳化組成物。
【請求項１７】
　防腐剤、レオロジー調整剤、脂肪酸、脂肪油、及びワックスの少なくとも１つを更に含
む、請求項１３に記載の乳化組成物。
【請求項１８】
　請求項１に記載の成分を任意の順序で混合し、その後任意選択で混合及び／又は均質化
する、請求項１に記載の乳化組成物を得る方法。
【請求項１９】
　ａ）前記アミノ官能性オルガノシロキサン、前記加水分解性アルキルシラン、および前
記消泡剤を水に添加する工程、
　ｂ）前記酸を融合助剤に添加し、工程ａ）で得られた混合物に添加する工程、
を含み、
　その後、工程ａ～ｂで得られた混合物が、任意選択で混合及び／又は任意選択で均質化
される、請求項１に記載の乳化組成物を得る方法。
【請求項２０】
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　ａ）前記アミノ官能性オルガノシロキサン、前記加水分解性アルキルシラン、酸、及び
前記消泡剤を水に添加する工程、
　ｂ）前記融合助剤を工程ａで得られた混合物に添加する工程、
を含み、
　工程ａ～ｂで得られた混合物が、任意選択で混合及び／又は任意選択で均質化される、
　請求項１に記載の乳化組成物を得る方法。
【請求項２１】
　無機系、有機系、又は繊維系の材料の撥水性を向上させ、並びに／又は処理された材料
の水溶性汚れを撥く能力を向上させる方法であって、
　ａ）請求項１～７のうちのいずれか１項に記載の組成物を前記無機系、有機系、又は繊
維系材料に添加する工程、
　ｂ）必要に応じて適用量を調整する工程、
　ｃ）処理された無機系、有機系、又は繊維系材料を乾燥するまで乾燥させる工程、並び
に、
　ｄ）任意選択で、処理された無機系、有機系、又は繊維系材料を、０～２５０℃の間の
温度で硬化させる工程、
を含む、方法。
【請求項２２】
　前記硬化の温度が、消費者的には１０～９０℃である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記硬化の温度が、消費者的には１５～６０℃である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　前記硬化の温度が、工業的には９０～２５０℃である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２５】
　前記硬化の温度が、工業的には９０～１９０℃である、請求項２１に記載の方法。
【請求項２６】
　前記繊維系材料が不織布又は織布織物であり、且つ前記組成物が工業用ファラード／パ
ダーを用いて前記材料に添加される、組成物を洗浄機に添加することによって前記組成物
が前記材料に添加される、前記組成物を前記材料にスプレーすることによって前記組成物
が前記材料に添加される、又は前記組成物を前記繊維系材料上にはけ塗り又はローリング
することによって前記組成物が前記材料に添加される、請求項２０に記載の適用方法。
【請求項２７】
　無機系、有機系、又は繊維系材料に撥水特徴をもたらすために前記材料を処理するため
の、請求項１～１６のうちのいずれか１項に記載の乳化組成物の使用。
【請求項２８】
　繊維系材料の撥水性を向上させるための、請求項１～１６のいずれか１項に記載の乳化
組成物の使用。
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